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おわりに
はじめに
　本稿の目的は、近代タイの作家ドークマーイ・ソット 1) （1905 － 63）の短編小説『良き国民』2) 
（Phonlamuang di、1947）における、読者の読みを指示する指標（コード）を分析することである。
『良き国民』の舞台はタイ中部の農村であり、主として上流社会の生活と信条を描くのを得意
とした作家の作品としてはかなり異色といえる。農村や農民を描いたタイの近代小説はけっし
て少なくはない。しかし、この『良き国民』には他の作品と比較して、複数の文化的コードが
忍ばせてあることが大きな特徴である。なぜ彼女がそうした表現方法を採ったのかについては
のちに考察するが、ともあれこの文学テクストからは、時代の激しい移り変わりに対するドー
クマーイ・ソットの社会認識の変化と、それに対する彼女の立ち位置を読みとることができる。
1. 農村、農民を描いたタイの文学
　まず『良き国民』のコード分析に入る前に、この文学テクストが近代から現代にかけて農村、
農民を描いた一連の作品群のどこに位置するかを押さえておきたい。農村、農民を描いたタイ
近代文学の作品群はおおむね次の 4 つの時期に区分することができる。
　第 1 期は、タイ近代文学のスタートした 1930 年代前半から太平洋戦争勃発時までである。
この時期の当初は、創作者も読者もその多くが欧米留学帰りを含めた、近代的教育を受けた人
間にほぼ限られていた。モダニズムや人道主義をテーマにした作品と、没落過程にある上流階
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層と新興エリートの身分意識をめぐる確執が描かれる作品が多かった。人道主義作家で知ら
れ、タイの近代文学をリードしたシーブーラパー 3)（1905 ～ 74）の短編『いとこ同士』（Luk 
phi luk nong、1929）には、一時期を北タイの農村に暮らしてバンコクに戻った若者が登場す
るが、彼は地方官吏であって、作中にも農村の生活や農民に関する記述はまったくない。人民
党が立憲革命を成功させた 32 年以降になると、人々の政治意識が高まり、小説の読者数は徐々
に増えていった。しかし、「ラッタニヨム」（愛国信条）4) と呼ばれる国家主義による文化面へ
の統制が強まった後期には、断筆を余儀なくされる作家もいた。「ラッタニヨム」とは、1939
年から 42 年に公布された、国民の一体化、国家への国民の忠誠、国民の意識や生活の近代化
を柱とする公示で、具体的には、シャムからタイへの国名変更、国歌の制定、国産品愛用、言
語・表現の規制から、国民の倫理や服装など細かいところにまで立ち入るものである。この時
期になるとはじめて、リアムエーン 5)（1906 ～ 63）の『我等が大地』（Phaendin khong rao、
1932）、マーイ・ムアンドゥーム（1905 ～ 42）の『傷あと』（Phlae kao、1936）、マナット・チャ
ンヨン（1907 ～ 65）の『農人組合』（Samakhom khon na、1942）など、農村や農民を題材と
した小説が出現した。このうち 3人の小説の主人公はいずれも、「男一匹」で運命と闘うヒーロー
という活劇的性格が強い。
　第2期は、戦後から1973年までの独裁政治とそれに抵抗する民主化闘争の時期で、ドークマー
イ・ソットの『良き国民』はこの時期に書かれた。この時期の前半は、戦前・戦中を通じてピ
ブーンソンクラーム政権が推進した国家主義政策が放棄され、それに抵抗していた作家たち
がこぞってタイの農村を描いた。シーブーラパーの『また会う日まで』（Con kwa rao ca phop 
kan ik、1950）、セーニー・サオワポン（1918 ～）の『ワンラヤーの愛』（Khwamrak khong 
wanraya、1952）、同『妖魔』（Phisat、1953）、リアムエーンの『大王が原』（Thungmaharat、
1951）などがその代表である。前 3作は、作家の社会的任務と責任を掲げた「人生のための文学」6) 
という思潮にそった作品であるが、そこに描かれた農村や農民は現実感を欠き、農民を啓蒙し
なければならないという意識が先行し過ぎているきらいがある。それは、理想に燃える知識人
が農村の抱える問題の解決を語ったところで終わり、実際の農村が登場しない『ワンラヤーの
愛』と『妖魔』にも言える。しかし、農村の抱える根本的な問題をはじめて「中心」テーマに
据えたという点からみれば、これらの小説のタイ文学史上での意義は大きい。これに対して『大
王が原』は、一人の英雄的な開拓者の目で描かれた農村にリアリティーが感じられるが、全体
として教養小説の面が強く、農村の抱える根本的な問題は素通りしている。注目すべきは、こ
の第 2 期の後半になってはじめて、自らも農業を営む農民作家が誕生したしたことである。『金
色の脚の蛙』（Khiat kha kham、1958）、『借金百姓』（Chaorai bia）、『偽医者』（Mo thun）7) な
どを書いたラーオ・カムホーム（1930 ～）がそうである。これらの短編において彼は、ごく
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普通の農民の生活と思考回路を、読者の安易な同情を寄せつけない非情なまでのタッチで描写
した。
　第 3 期は、民主化がスタートした 1973 年から、「生きるための文学」に終止符を打ったチャー
ト・コープチッティの『裁き』が書かれた 1982 年までである。この時期には思想表現の自由
がかつてなく謳歌され、一般国民の政治意識の高まりのなかで、民主化闘争に参加した経験を
持つ若手作家達が労働者や農民の闘争をテーマにした小説を書いた。しかし、農民の生活とは
遊離したところから、農民を社会的弱者と決めつけ、作中人物の口を借りて作者自身の思想信
条を語ったストイックな作品が多く、現実の農村社会の仕組みや農民の精神を客観的に描くに
は至らなかった。例えば、後述する牛泥棒などは、少し農村の日常生活に触れただけで目にする、
ありふれた、しかし農民には深刻な事件であるのに、そうした題材がプロットとしても書かれ
ることはなかった。その一方で、ニミット・プーミターウォン（1935 ～ 81）の『ソーイ・トーン』
（Soi thong、1975）、カムマーン・コンカイ（1937 ～）の『田舎の教師』（Kru bannok、1978）、
カムプーン・ブンタウィー（1928 ～ 2003）の『東北タイの子』（Luk isan、1979）など、農民
出身の作家や地方教師出身の作家たちが発表した小説では、迷信や泥棒や借金や風土病といっ
た農村特有の問題と格闘しながら逞しく生きる等身大の農民を描いた。これは、農村や農民を
題材としつつもしっかりと形象化できていなかった従来の作家の作品とは大きく異なる点であ
る。ただし、ラーオ・カムホームの視点はあくまでも外部にあって、医師が患者を診る態度に
似ていたのに対し、上記の作家たちは農村社会の内部にいて、身体の温もりも患部の痛みも共
有し、農民を見つめる視線に温もりが感じられるところが違っている。
　第 4 期は、チャート・コープチッティ（1954 ～）の『裁き』（Khamphiphaksa、1982）以降
である。『裁き』は農村社会の閉鎖性と偏見の犠牲となった青年を描いた長編であるが、ここ
では農村の貧困や農民の無知は重要な要素ではなく、普通の人間の心理に焦点が当てられてい
て、農民大衆はつねに非抑圧者だという、従来の農民文学によくみられた固定観念から脱却し
ている。タイ文学がローカルからグローバルなものに発展していくのも、農村社会をマニフォー
ルドに認識することで書かれた『裁き』が生まれたこの時期である。この時期のタイは経済発
展が軌道に乗り、一人当たり GDP は 1988 年に 1120 ドルに達した。それに平行するように農
業の GDP 比率は 1988 年には 9.9 パーセントにまで減少している［末廣 2009: 18］。都市・農
村間の貧富の差は拡大した面もあるとはいえ、1970 年代までに見られた絶対的貧困や農民の
無知につけ込んだ極端な搾取はもはや一般的ではなくなり、それに代わって感染症や移民・難
民といった国境を越える問題、大気汚染やゴミ処理や高齢化といった社会問題が前面に出てく
るようになった。農村を取り囲むこうした時代の変化と共に、『裁き』以降は、農村や農民を
描いたタイ小説の数は次第に減っていく傾向にある。そこには農地改革と高度成長によって小
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作農や貧農が消滅し、それとともに農民文学が終焉した日本と似たような構図を見ることがで
きる［持田 1997: 232-4］。
2. ドークマーイ・ソットと『良き国民』
　ドークマーイ・ソットは 20 歳前後から小説の習作をはじめ、1929 年の 6 月に新聞『カセー
ム紙』に連載した『彼女の敵』（Sattru khon cao lon）で作家としてのスタートをきっている。
約20年間の作家生活で13の長編、20の短編のほかに脚本1点を書いた。代表作は『旧い業』（Kam 
kao、1932）、『三人の男』（Sam chai、1933）、『百中の一つ』（Nung nai roi、1934）、『高貴の
人』（Phu di、1937）、『これぞ世の中』（Ni lae lok、1950）などいずれも長編である。その他に、
1949 年に執筆をはじめたものの、病気療養や結婚して外交官夫人となるなど多忙を極めたこ
ともあって、結局は 2 章までしか執筆できず未完となった『最後の文芸作品』8) （Wannakam 
chin sutthai）がある。
　このうち、戦後に書かれた『これぞ世の中』と『最後の文芸作品』を除けば、これらの作品
の主要登場人物はすべて上流階級の人間である。ドークマーイ・ソット自身が 1932 年の立憲
革命によって大きな影響を被った上流階級出身の人間であり、そのことが彼女の小説の性格に
大きな影響を与えていることは否定できない。タイ文学研究の第一人者であるトリーシン・ブ
ンカチョーンの分析に従えば、『高貴の人』までのドークマーイ・ソットの小説の性格はおお
よそ以下のように要約できる。［Trisin 1980: 85~86］
(1) 自由と平等という人民党の理念と、成長し始めた資本主義という経済体制のもとで、
新時代の社会に合致した上流の人物を登場させ、家柄や身分を後ろ盾に仕官の道を求
めるという従来の価値観にかわって、新興エリートの職業である実業家を選ばせた。
(2) 新興エリートを受け入れようとする一方で、出身や家柄を重視する考え方に基本的な
変化はなく、教育や財によって社会的エリートとなった人物を諷刺した。
(3) 近代教育を受けて自我に目覚め、とくに恋愛と結婚で主体性を発揮する女性の登場人
物に重要な役割を負わせた。これらの進歩的な女性は、あくまでも著者の理想像であっ
たが、若い女性読者の啓蒙に貢献した。
　本稿で分析の対象とした短編『良き国民』が発表されたのは、戦後間もない 1947 年である。
この作品に関する研究や批評は、ドークマーイ・ソットの他の文学テクストに較べるとほとん
どないに等しく、友人であったランチュアン・インタラカムヘーンがわずか数行で紹介してい
るのみである。ほかには、ソムポップ・チャンタラプラパーが『ドークマーイ・ソットのおと
ぎ話のような生涯』の中に、「その時彼女が語っていた短い物語というのが『良き国民』で、
1947 年の 2 月に完成したのだが、そのころから彼女の健康は損なわれ始めていた。初めは肺
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炎で、続いて歯痛に悩まされていた」［Somphop 1971: 87］と作品の成立前後に彼女が病気に
悩まされていたことが書かれているにとどまる。いずれも作品の内容に立ち入った批評ではな
い。この短編に関する言説が圧倒的に少ない理由としては、この短編の隠れたテーマである
「ラッタニヨム」への諷刺が、研究者や批評家によってよく言及される『これぞ世の中』と『最
後の文芸作品』にも通底しているせいで、大作といわれるその 2 作品への批評の陰に隠れてし
まったためであろう。
　『良き国民』を読み解いていくと、ドークマーイ・ソットの小説の性格が『高貴の人』まで
とは 180 度近く転換していることが分かる。まず主たる舞台がバンコクではなく、中部タイ農
村である。作中人物は上流階級でも社会的エリートでもなく、下級官吏や農民である。物語に
は、従来の彼女の作品に共通する読者の願望充足、通俗仏教の倫理に範を求めた、人生の生き
方に関する教訓などがまったく見られない。読者が同化できる理想化された作中人物が不在で
ある点も、それまでの彼女の小説には見られない特徴である。さらに、それら作中人物の言説
や行為を、物語の時代背景というフィルターを通して読むとき、このテクストに隠された文化
的コードがはっきりと浮き上がってくるのである。以下では、本論に入る前にまず『良き国民』
の梗概を記しおきたい。なお、邦語への翻訳はまだないので、以下、本文の翻訳はすべて筆者
のものであることを断っておく。
　時は太平洋戦争の末期。マーイはバンコクの官庁に勤める下級官吏で、連合軍によるバンコ
ク空襲を避けるため、妻ソムチットや一人息子とともに地方に疎開している。通勤には汽車に
乗って片道で約 3 時間かかる。その粗末な仮寓にはソムチットの親戚の娘ウンもいる。親しく
している隣人のケム家とクローイ家はいずれも農業を生業とし、昔からの村の慣習に従って生
活している。クローイ家の娘は、バンコクから移住したマーイ家で家事手伝いをしている。ソ
ムチットは、ケム家の息子が得度した前後の数日の喧噪に嫌気がさし、ささいなことで夫と口
論になる。ケムが得度直後から病気になった息子の看病で寺に寝泊まりした夜、妻イェームと
12 歳の娘だけになった留守宅から 6 頭のうちの 4 頭の牛が盗まれる。村人が足跡をたどって
牛泥棒にたどり着くが、ならず者集団の相手は抵当金 560 バーツを要求する。息子の得度にお
金を使い尽くしていたケム家は 400 バーツへの値下げを提案し、町の華僑から借りた金で牛を
取り戻す。マーイは知り合いの郡長に一連の出来事の理不尽さを訴える。バンコクから戻ると、
マーイは妻から、余計なことをしてくれた、郡長に告げ口したせいで「この村の人間は泥棒を
養っている」と批判され、名誉を傷つけられたと言ってケム家の人間が立腹している、と文句
を言われる。マーイは謝罪のため妻が仕立てるために持っていた生地をケム家の妻イェームに
渡す。
210	 ドークマーイ・ソットの短編『良き国民』における文化的コード：宇戸　清治
3.『良き国民』における文化的コード
　この短い文学テクストは普通の物語として読めば、農村の慣習を知らない都会人の、牛泥棒
騒ぎの顛末をめぐる失敗談というふうに要約され得るだろう。しかし、ここには読者がそれ以
上のものを読み解く複数の指標（コード）が填め込まれている。以下ではそのコードを分析す
ることで、別の読解の可能性を示したいと思う。
3.1.　「汽車」と「牛」、または「中心」と「周縁」
　『良き国民』は、「通路を歩くこともできないほどの乗客を満載して 16:00 時にフアラムポー
ン駅 9) を出発した汽車は、18:55 時に、ある川に接した駅のホームにすべりこんだ」［Dokmai 
Sot 1947: 11］という書き出しで始まる。停車時間はわずか 2 分なので、ホームは乗降客でごっ
た返している。彼らは一様に「今日もどうにか死を免れてたどり着くことができた」［Dokmai 
Sot 1947: 11］という安堵感を抱き、迎えにきた家族と今日の戦況に関するニュースを交換し
あう。川は駅のすぐ前を流れている。駅側に家がある者は徒歩で帰るが、向こう岸に家がある
者は渡し船に乗り継いで川を渡らなくてはならない。バンコクの官庁に勤める下級官吏のマー
イもその一人である。彼は連合軍によるバンコクの爆撃が激しくなった時期に、妻と子供と妻
の親族の娘を連れてこの地に疎開したのである。テクストにはマーイの疎開先の地名は書かれ
ていないが、バンコクからの所用時間と駅前を流れる川というキーワードをもとに判断すれば、
それが中部タイのアユッタヤー県バーンパイン郡 10) かアユッタヤー市 11)、あるいはもう少し
遠いサラブリー県サラブリー市 12) であることが推測できる。いずれも当時のタイでは、首都
バンコク郊外から辺境にいたる広大な農村地帯の一地域であり、首都とは文化も価値観も生活
水準も大きく異なっている。
　マーイは月曜から金曜までをバンコクのビル街にある官庁に「汽車」で通勤し、週末を農村
で暮らしている。「汽車」は鉄路という文明の上を走る、「中心」から「周縁」に向かう、ある
いは「周縁」から「中心」に収束する運搬手段であり、「牛」は「周縁」に固定されて、耕作
のほかに土の上を歩く運搬手段でもある。舗装されたバンコクでは人が土に触れる機会は少な
いが、疎開先は道路にしても田畑にしても土が生活の手段である。ここからは、都市と農村、
あるいは「中心」と「周縁」という対立構造がはっきりと見えてくる。バンコクという面と、
そこからマーイが乗り降りする駅まで延びた点と線が「中心」、駅前の桟橋で渡し船に乗った
地点とその先の対岸に広がる農村が「周縁」である。駅は、この両者を隔てる障壁として象徴
されている。マーイはその「中心」と「周縁」の 2 つの空間を隔てる壁を恒常的にくぐり抜け
る存在である。それはたんなる空間移動ではなく、一つの価値観の支配する次元から別の価値
観を有する観念世界への移動でもある。「中心」に住む人間には、「周縁」に住む人間の生活や
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価値観に馴染みがない。逆に、「周縁」に住む人間には「中心」に住む人間の生活や価値観に
馴染みがない。そうした矛盾に無自覚だったマーイは、「中心」の世界に暮らす人間としての
価値観のスイッチの切り替えを怠ったまま「周縁」に暮らす人々の世界に入っていこうとして、
根本的に相容れない両者の対立の溝にはまって失敗したのである。
　この「中心」と「周縁」という概念が、「汽車」と「牛」ということばで端的に象徴されて
いることは、他の表現からも分かる。「汽車」は時刻表に沿って高速で走る無生物であり、そ
の運行が天候によって左右されることはほとんどない。都市の仕事は時間に縛られたものであ
る。疎開先の家のある駅に到着した時間が正確に 18:55 時と 5 分刻みの数字で書かれているの
は、マーイの身体に染みついた都会人の時間感覚であることをよく表している。一方、生物で
ある「牛」の動きは緩慢であり、天候に左右される農作業は分刻みで行うものではない。都市
と農村では時間の流れがまったく別なのだ。このことは、農村での時間の記述になると、「翌
日は日曜日だった。ソムチットは 7 時ころ、川にかかる桟橋で洗濯をしていた」［Dokmai Sot 
1947: 17］、「夜中の 12 時ころ、イェーム夫人は柵の中の牛が目を覚ましたような声を聞いた」
［Dokmai Sot 1947: 21］、「午前 4 時を過ぎたころ、イェーム夫人はいつものように食事の支度
をするために起きだした」［Dokmai Sot 1947: 21］といずれもおおまかな時間表記になってい
ることからも分かる。
　同じことは、「セン」（長さの単位で 40 メートル）と「チャン」（貨幣の単位で 80 バーツ）といっ
た度量衡の表現についても言える。盗まれた牛の身代金をめぐる村人同士の会話では、盗まれ
た牛の足跡を追跡して隣村の藪に着くまでの距離が「700 セン」、泥棒と村人の仲介人が要求
した牛の身代金が、1 頭につき「1 チャン」という、昔から農村で使われていた度量衡表現が
出てくる。しかし、マーイやソムチットが話に加わった場面では、これがバンコクで使われて
いる「メートル」や「バーツ」に代わるのである。村人は明らかに相手を見て度量衡の表現を
変えている。そこには夫婦をあくまで余所者と見る意識がある。この文学テクストにおける「中
心」と「周縁」という対立は、度量衡表現にまで及ぶことで、この物語のリアリティーをさら
に増す効果をもたらしている。時間にせよ、度量衡にせよ、作者ドークマーイ・ソットは農村
をじつによく観察し、表現の細部にまで注意を払っていたことが分かる。上流階級の人間ばか
りを書いていた戦前の彼女からは考えられない変化である。このテクストに関する評論が皆無
なのは、ドークマーイ・ソット作品への固定化した評価を覆しかねないこの作品をどう見るべ
きかの指標が定まっていないからかもしれない。
　ところで、妻であるソムチットは一見するとこの物語の脇役であるように見えるが、彼女の
言説と行為に着目すると、本当は彼女こそこの物語の主人公なのではないかという別の視座が
開けてくる。ソムチットもまた都市という「中心」から、農村という「周縁」に移り住んだ人
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間である。ところが夫とは違って、彼女はこの 2 つの次元を行き来することはない。夫が仕事
で家を留守にしている平日であれ週末であれ、彼女の生活の拠点は、少なくとも疎開生活が終
わるまでは農村にある。夫が週末だけ村人と接するのに対し、彼女は 24 時間ずっと彼らと接
しなければならないのである。そこには日常の細々した交際があり、物やサービスの交換があ
る。実生活の場面では、理念より現実の利害や感情の方が優先される。そうした環境の中で、
彼女は週末しか家にいない夫よりはるかに日常的に農村の価値観との対立に悩むことになる。
村の息子が得度するとなれば、その親とは別に自分たちも 1 鍋分の米、同量のカレー、惣菜、
菓子をお寺に寄進しなくてはならないしきたりである。ソムチットはそれが億劫で、あれこれ
と理由を作ってマーイと妹のウンだけを行かせる。得度の行列の参加者が鳴らすドラや太鼓や
笛の音が、都会育ちのソムチットには煩わしくて仕方がない。4 歳の男児の母親であることか
ら、30 歳前後であろうと思われる彼女は、もっと若いころは流行の洋装と髪型でバンコクの
町を颯爽と歩いていたモダンガールであっただろう。そのことは、子供の命名にあたって、彼
女が近代意識と近代的生活を国民の間に定着させようとした「ラッタニヨム」政策の意に沿お
うとしたことからも分かる。彼女は近所の娘が、自分の息子をバンコクで呼ばれていた今風の
呼称の「クン・ヌー」（お坊ちゃん）13) ではなく、田舎風に「ポー・デーン」（デーン坊や）14)
と呼ぶことに怒りすら感じている。
「こっちへいらっしゃい、デーン坊や」
　ソムチットはすぐにふくれっ面になった。子供の名前を呼んだその若い女は、以前も
見かけたことがあったが、その時は好きという感情も、嫌いという感情もなかった。し
かし、今日だけは違った。あるいは、特別に暑い日であったのと、もう何 10 分も川で洗
濯をして疲れていたせいもあったかもしれない。その女が夫に向ける笑顔が憎たらしかっ
たこともあるが、それ以上に自分がもっとも嫌っている「デーン」ということばで女が
我が子を呼んだのが癪に障った。［Dokmai Sot 1947: 18］
　ソムチットは、マーイとはちがって農村の価値観のただ中に生きるしかない立場にある。彼
女の立場からみた夫は、経済力においても生きるための知恵においても頼りにならず、村を支
配する規範から家族を守れそうにない人物である。それが、彼女が夫に対して一貫して不機嫌
である理由である。その不機嫌さは、夫の失敗を自分が大切に保管していた高価な生地という
財産を他人に差し出すことで償わなければならなくなった最後の場面で爆発する。
「あんたって人は何てお人好しの馬鹿なの。お陰で大損だわ。今時、あの生地を買おうと
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思っても 6 ～ 70 バーツでは手に入らないのよ。サロン 1 枚作るのに 100 バーツはかかる
んだから。節約しろ、節約しろとうるさく言ってたのはあんたでしょう！」［Dokmai Sot 
1947: 27］
　この物語では、夫のマーイは「中心」と「周縁」の間を行き来する根無し草的な存在である
のに対し、主婦のソムチットはあくまでも「周縁」に「中心」を持ち込んだ存在として描かれ
ている。そのソムチットが夫の不始末によって損害を被ったという結末は、「中心」の価値観
が「周縁」の価値観に呑み込まれたことを意味している。そうした観点に立つならば、この物
語の主要人物はマーイではなくソムチットなのではないか、ドークマーイ・ソットはソムチッ
トの言動を通じて、時代と社会に対する自己の不機嫌な気分を表現したのではないかという解
釈も可能となってくる。
3.2.「国の法律」と「村の掟」
　『良き国民』での唯一の出来事は牛泥棒である。農民にとって牛を盗られることは生活の困
難に直結する問題であるが、それは伝統的なタイ農村の日常生活では頻繁に起こる出来事であ
り、農民たちは昔から伝わってきた正しい対処法を知っている。牛泥棒の側と被害にあった側
に通じる回路があって、仲介人（むろん泥棒の一味だが）を通じて牛の身代金を交渉するので
ある。当事者たちは牛泥棒が犯罪であることはちゃんと認識しているが、警察や法律に訴える
ことはしない。そんなことをしたら牛は殺されて、町の肉屋に売られてしまう。そうなれば財
産をむざむざ失うどころか、相手が要求してきた身代金よりも高いお金を払って新しく牛を購
入するしか残された道はない。それだけの余力は一般の農家にはない。そしてたちまち生活に
困窮するのである。村人が結束して力づくで取り戻そうとすれば、ならず者集団との間で命の
やりとりになる。牛泥棒にしても、相手を徹底的に追い詰めた結果、反逆されて死傷したり、
金づるの牛を殺す羽目になったのでは元も子もない。ここに泥棒と被害者の間に奇妙な利害関
係の一致が生じる。こうして、泥棒というれっきとした犯罪が、法律や倫理によってではなく、
一見平和的な話し合いによって解決をみるという構図ができあがる。これが「村の掟」である。
　しかし、自ら官吏であるバンコク出身のマーイにはそんな村の掟は理解できない。犯罪は警
察によって摘発され、犯罪者は「国の法律」によって処罰されるべきだというのが、近代国民
としての彼の素朴な意識である。盗まれた 4 頭の牛の在処を突きとめた村人たちが手ぶらで
戻ってきて、しかも警察に駆け込む様子がいっこうに見えないのに苛立つマーイと村人の間の
会話はそれを見事に言い当てている。
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　「なんか変じゃないですか？」とマーイは訝って訊いた。「盗まれた牛を発見したんでしょ
う。それなのにイェームおばさんはどうして金がないからと嘆く必要があるんです？」
　「金がなければ、牛もないんだよ」。村の老人は笑いながらそう答えた。いかにもマー
イを馬鹿にした言い方だった。
　「牛の行方が分かったんでしょう？どこなんです」
　「誰か知ってるか？」と別の村人がこれも笑いを抑えきれないといった感じで訊いた。
　「知ってる人がいれば教えて下さい。連れ戻しに行きましょう。案内してくれる人に謝
礼を払ってもいい。それから警察に訴える」
　「それじゃあ、すべてがお終いだ」。ピークという男が口を挟むと、みながマーイを侮
蔑するように冷笑した。
　「どうしてお終いなんです？」。マーイはムキになって訊いた。
　「牛が死ぬじゃないか。警察が来ても、牛が死んだら元も子もない」と言って、相手は
また笑った。
　「どうして死ぬんです？」
　そこでプーム爺さんは子供に教え諭すようにマーイに告げた。「必ず死ぬのさ。明日の
夕方までにお金を用意できなければ、牛は必ず死ぬ」
　「何ですって！まるでここには国の法律がないような言い方ですね」［Dokmai Sot 1947: 
22］
 ここには、「国の法律」というコードと「村の掟」というコードの対立がある。「中心」の社
会秩序を守るのは「国の法律」だが、「周縁」の社会秩序を守るのは「村の掟」である。農民
たちは、「国の法律」が必ずしも自分たちを守ってくれないこと、自分たちの生活は自分たち
で守っていくしかないことを経験から知っている。長い間、国家権力を後ろ盾にした警察や地
方行政の末端を担っている郡長、村長、区長といった役人による恣意的な権力行使の被害者
だった農民たちは、恐れて彼らに近づかないことはあっても、その権力をたのみにしようとは
考えてもみないのである。僻地の教師として農村の実情や農民の思考様式を熟知していた作家
ニミット・プーミターウォンの農村小説を翻訳した野中耕一は、その解説の中で、作者から直
接聞いた話として、「裸で走り回って遊んでいた子供の頃から、お役人という言葉が怖がらせ
の言葉として使われてきた」「ちょっとでも行儀が悪く、悪さが過ぎたりすると、大人達が、
お役人が捕まえに来るよ！お役人に撃たれるよ！と脅してきた」と記している［野中 1979: 
254］。同じ作家の『タイ農民の四季』では、牛泥棒の話があたかも日常茶飯事であるかのよう
にさらりと記述され、マーイのような正義漢でおっちょこちょいの近代主義者は登場しない。
	 東京外国語大学論集第 86 号（2013）	 215
　泥棒は牛を連れて行き、一晩か二晩、森の中に隠し、人をやって買い戻し金を要求する。
値段は新たに買うよりも安い。だから持ち主は、いつも買い戻すことを認める。大抵は
人から金を借りなければならない。田圃を作って何年もかかって返済する。時には辛抱
できず、かんかんに怒って、泥棒になり、人間が駄目になってしまう者さえいる。［野中
1979: 29］
　自らもバンコクの中央官庁の役人であるマーイにはこうした農民の意識を共有することがで
きない。同じ役人である村の郡長に牛泥棒事件の顛末を伝え、当事者の間では解決した問題を
国の法律によって蒸し返そうとしたのもそのせいである。しかも地方行政では、郡長の力は村
長や区長よりも小さい。郡長が点しか支配していないのに対し、村長や区長は面を支配してい
るからである。だから話を聞いた郡長は、マーイのような田舎の論理に疎い男に介入を許した
被害者を罵倒し、その名誉を傷つけたのである。マーイが村の中のこうした力関係に無知であっ
たことは間違いない。『良き国民』を演じたはずのマーイは、最初から、国の法律を振りかざして、
結局は村の掟に負ける道化の役を負わされていたわけである。
3.3.　「遠い戦争」と「手近な平和」
　『良き国民』には、太平洋戦争の戦況に関する話題が 3 カ所、ピブーンソンクラーム政権の
推し進めた「ラッタニヨム」政策に関する話題が 2 カ所出てくる。一見すると物語の展開とは
直接の関係がないようだが、作者はそこに時の政治に対する諷刺を忍ばせている。その諷刺を
本格的な小説で展開したのが『これぞ世の中』（1950）と未完の『最後の文芸作品』である。
しかし、その 2 つの長編では舞台はバンコクであり、農村や農民が出てくるシーンは少ない。
　テクストの第 1 パラグラフにはまず「今日もどうにか死を免れてたどり着くことができた」
［Dokmai Sot 1947: 11］という一句がでてくる。当時のタイの国際関係と社会情勢を知ってい
るタイ人読者であれば、これが連合軍による空襲下で暮らしていたバンコクおよび近郊住民が
置かれていた状況を説明した文であることはすぐに分かる。とくに、一般乗客のほかに兵士や
軍需物資も運んでいた汽車は、「汽車はすなわち死」［Dokmai Sot 1947: 12］と言われるほど危
険な乗り物だった。マーイは疎開以来、ずっと死の危険に怯えながら通勤していたのである。
爆弾が降ってくる「中心」から、村人の出家や牛泥棒など昔と変わらぬ日常が戦争とは無縁に
展開されている「周縁」に抜けるのは平坦な道程ではなく、つねに死の覚悟が要求されたのだ。
その次のパラグラフでは、この小説の年代設定が、1945 年 7 月初旬であることが明らかにさ
れている。つまり広島と長崎に原爆が投下され、日本が無条件降伏する 1 ヶ月ほど前のこと
だと分かる。タイのピブーンソンクラーム政権は、41 年 12 月 8 日未明に陸海からタイに進駐
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した日本との間に日タイ同盟を締結し、翌年の 1 月 25 日に英米に宣戦布告した。首都などが
連合軍の爆撃にさらされたのはそういう理由からである。しかしピブーンソンクラーム自身は
44 年に下野し、45 年 10 月には戦犯容疑者として逮捕、拘留されている。「ラッタニヨム」と
呼ばれる一連の告示が国民に発令されたのは、ピブーンソンクラーム時代の 39 年 6 月から 42
年 1 月であり、マーイ夫婦が農村に疎開した時はすでに、自国に有利な戦後処理を念頭におい
て、国内外の反日「自由タイ」組織 15) を通じて連合国側と連絡を取っていたクワン・アパイウォ
ン内閣の時代に変わっていた。誰の目にも日本の敗色は濃厚だったのである。
　川の渡し守は、バンコクから遠くないサーイトーン村に連合軍が爆撃を行ったらしいという、
兵隊に聞いた話を乗客のマーイに伝える。それを早速ソムチットに告げると、「大袈裟ね。宣
伝ビラを撒いただけでしょう」［Dokmai Sot 1947: 12］と軽くいなされる。「汽車はすなわち死」
に怯える夫と、銃やナイフを持った泥棒や近所との付き合いに悩む妻では戦争をめぐる危機感
がまったく違うのである。テクストを読む限り、夫婦の戦争観といえば、今の戦争は日本と連
合国という余所者がタイの領土で行っているはた迷惑な行為であり、疎開に追い込まれた自分
たちは被害者だという考え方が強い。それは、作者を含めた当時の大方のタイ人に共通した認
識であったと思われる。ここには自分たちには無縁の「遠い戦争」というコードと、必要なの
は「手近な平和」だというコードの対立がある。ある日、マーイは職場のラジオで聞いた原爆
投下や日本軍の無条件降伏が近いというニュースや、連合軍が日本を痛めつけるほど日本軍は
頑硬に抵抗し、バンコクはさらに危険な場所になるだろうという同僚たちの意見で頭をいっぱ
いにして帰宅する。盗まれたケム家の牛の居所が分かったという話を村人から聞いて、そっち
の出来事に頭を切り換えたのはその直後である。戦争よりは村の平和。ドークマーイ・ソット
が描いたマーイの所作からはそういう意識が透けて見える。
　文学テクスト『良き国民』の背景には戦争という非常事態がどうしても必要だった。都会派
の家族に農村と接点をもつ機会を与えるには、戦争から逃れる疎開という設定がもっとも都合
がよかったからであるであろう。しかしそれもあくまで遠景としての扱いであって、戦争をめ
ぐって夫婦が互いの意見を披露することはない。まして、先の渡し守以外で戦争の話題を口に
した村人は皆無である。たまにバンコクに出かけていく郡長との間ですら、戦争のことは話題
になっていない。それに対し、ピブーンソンクラーム首相が推し進めたラッタニヨムをめぐっ
ては夫婦の間で激しい口論が交わされている。きっかけは子供の名前をめぐってである。ラッ
タニヨムを信奉するソムチットは、伝統に従って僧侶が命名してくれた「デーン」という名前
が気に入らず、もっとましな名前に変えるようずっと提案していた。夫婦は次のような会話を
交わす。
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　「僕たちは、ラッタニヨムの指針に合うような名前を命名事典から探す必要があるのか
な？お坊さんがせっかく名前を授けてくれたのに、それはないよ。今はその名前で呼ん
でいるんだから、それでいいじゃないか。それを子供の将来やお前の両親のためになら
ないと言っても、今更どうなるもんでもない」
　「馬鹿！」。ソムチットは怒りで大声を上げた。自分の両親を貶されたように思ったのだ。
（中略）
　「お前はラッタニヨムに夢中だけど、今じゃあの政府は倒れてしまったんだ。旧い政府
にしろ、新しい政府にしろ、政府というのは初めは僕たちと同じ普通の考えを持っている。
それが、時間がたつとおかしくなって、変な主義を持ち出してくるんだ」［Dokmai Sot 
1947: 19］
　ここにはマーイを道化師にした著者ドークマーイ・ソットの「ラッタニヨム」への嫌悪感が
よく現れている。彼女は、立憲革命によって人民党に政治権力が移って以来、上流階級の者た
ちが没落を免れるには、旧い身分意識を捨て、富貴や権力の源泉をあらたに商業など資本主義
に求める人物を描いてきた。それまでの家系や血筋に頼るあり方ではなく、近代的自我を獲得
した個人の努力の必要性を訴えたのである。しかし、革命後次第に台頭してきた国家主義は、
「ラッタニヨム」によって、個人の自由であるはずの生活や信条、はては子供の名前に付け方
にまで口を出すようになったり、日本と組んで連合国に宣戦布告するに至った。マーイとソム
チットの都会出身の夫婦は、そうした潮流の渦巻く「中心」にいて、近代的個人という概念を
なにひとつ疑わず、政府の掲げる文化政策に諾々と従う存在だった。マーイは、国家主義に胡
散臭いものを感じてはいるが、生活も信条を近代主義者に染まっているゆえに、「中心」とは
別の原理で動いている「周縁」の世界を理解できず、問題の解決に国の法律を持ち出すことに
何の疑問も感じない。生活者としてのソムチットは、夫よりもっと「ラッタニヨム」を盲信し
ている。ドークマーイ・ソットは「ラッタニヨム」の代理人である彼らを主要登場人物に仕立
て上げることで、「ラッタニヨム」をめぐる混乱したタイの世相を痛切に諷刺したのである。
おわりに
　ドークマーイ・ソットは人気作家の地位にあったにもかかわらず、1937 年の『高貴の人』
から 1950 年の『これぞ世の中』までの間は 1 作の長編も書いていない。その理由は、これま
で見たように、この時期に一次的に筆を折った他の作家同様、彼女には、文学作品の内容、用
語、作家の思想にまで容喙してくる時の政権への反発があったからだと推測できる。トリーシ
ンは、ドームマーイ・ソットの別の作品『これぞ世の中』を評論した文でこう述べている。
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　ドークマーイ・ソットは『これぞ世の中』の登場人物を二大強国の双方にふり分けてい
るが、同じように登場人物を二手に分ける方法で演じさせている。サンヤーの二番目の兄
パチャーは、時に無類の熱血漢であり、また弟を脅し素行はよくなかった。結婚する前
に既に女が居り、枢軸国側であるヒットラーのドイツや日本の独裁主義を支持していた。
一方、タウィットやモントリーウィナイのように官吏になった人物や、偉い地位にある
サンパキット殿下のような善玉の登場人物は連合国側を支持した。日本軍がタイに上陸
した時、愛国主義者とその支持者たちは「男の涙」を流すほどであった。そして、従来
の個人的な考えを含めて、思想的な衝突がチラホラと起こる。（中略）ドークマーイ・ソッ
トが小説の内容に、政治的見解や国家情勢を導入した表現方法は、ごく自然に融け込んで
いるといえる。と同時にドークマーイ・ソット自身の連合国側を支援する見解が見られる。
国内政治の面では、ドークマーイ・ソットは「指導者閣下」の政策を諷刺する方法を採っ
ている。誰よりも時代の先端を行くファッションを見せるのが好きなサンヤーの姉チン
タナーの政策が、ラッタニヨム政策の呼応の最適として挿入されている。ドークマーイ・
ソットは外交政策から戦争準備に至るこの時期の政治状況を風刺を込めて批判し、ラッ
タニヨム政策を揶揄している。［吉川 1985: 131-2］
　このことは、彼女が一見奇妙なこの短編のタイトルに付けた「国民」（Phonlamuang）とい
う語からも読みとることができる。この語はフランス人宣教師 J. P. Pallegoix が 1854 に刊行
した“Dictionarium linguae thai”（『タイ英仏ラテン語辞典』1972 年にリプリント）にも載っ
ていて、英語では、“Citizens, Inhabitants of a kingdom”と訳されている。また、1941 年の
G.B.McFarland による“Thai-English Dictionary”では、“Citizens of a city or town”という訳
語が充てられている。マーニット・マーニットチャルーンの『タイ語辞典』（Photcananukrom 
Thai、1961）には“Phonlamuang”の語義として“Chao muang（市民）、Chao prathet（国
民）、Ratsadon khong prathet（国の人民）”、1999 年の『学士院版国語辞典』（Photcananukrom 
chabap ratchabandityasathan）には“Prachachon（人民、国民、民衆）、Ratsadon（人民）、
Chao prathet（国民）”が充てられている。また、日本人の手になるタイ語辞典では、戦前に
編集を開始し、本来ならば 1945 年に出ていたはずの奥野金三の『タイ日大辞典』（1958）には「国
民、市民、人民」、1987 年の冨田竹二郎『タイ日大辞典』には「国民、市民、人口」の訳語が載っ
ている。
　ある外国語の語彙の意味を英語や日本語では正確に訳すことができないケースがあるのは
当然である。そこで肝要なのは、その語が使われていた時代の社会背景に照らすことで、よ
り近い意味を知ることである。そうすると、『良き国民』が発表された 1947 年より以前の
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“Phonlamuang”の語義に共通するのは、「国民」よりも先に「市民」という意味があったこと
が分かる。もともと“Muang”には農村に対する「都市」という意味があることから考えれば、
タイの都市を中心に近代化が進んだラーマ五世時代以降、1932 年の立憲革命を経て「ラッタ
ニヨム」の時代あたりまでに使われた“Phonlamuang”は、おそらく「近代的意識をもち、近
代的な生活様式を採り入れた都市の住民」という意味あいを強くもつ用語だったのではないか
と思われる。そう考えれば、ドークマーイ・ソットの『良き国民』は、『良き市民』という別
の意味を合わせ持っていたということになる。この場合の「市民」とはマーイとソムチットで
あり、村人たちはその範疇には入らない。つまり、「ラッタニヨム」の追随者としての「市民」
の失敗を風刺的に描いた作品、それがドークマーイ・ソットの『良き国民』だったのである。
注
1)  ドークマーイ・ソットは筆名で、本名は、M.L. ブッパ ・ーニムマーンヘーミン。M.L. は王族の爵号の一つ。
夫はチェンマイ出身の国会議員を勤めた後、インド大使となり、ドークマーイ・ソットも随行した。
2)  本稿で用いたテクストは、オーストラリア作家協会の発行する『SPAN 特集号』に掲載されたものを、
タイ作家協会が編集、再録した『優れた短編作家特集―100 周年を迎えたタイ短篇小説』（Nakkhian 
ruangsan diden- wara khrop 100 pi ruangsan thai, 1985）を用いた。
3)  シーブーラパーは小説を発表する場合にのみ用いた筆名で、政治・社会評論や他のジャンルについて執
筆する時は、本名のクラープ・サーイプラディットを用いた。
4)  「ラッタニヨム」（愛国信条）は 1939 年 6 月 24 日の第 1 号から、42 年 1 月 28 日の第 12 号まで発令された。
タイ歴史研究者の吉川［吉川　1985: 89-90］がまとめた各号の内容は以下の通りである。第 1 号：国名、
民族名、国籍名を従来の「シャム」（Siam,Siamese）から「タイ国」（Thailand,Thai）と改称。第 2 号：
国家に及ぼす危険の防止。第 3 号：北タイや東北タイの住民のラーオ族や南タイのイスラム教マラヤ系
住民であれ、全てタイ人と呼び、種族によって区別しない。第 4 号：国旗、国歌、国王賛歌に敬礼する
こと。第 5 号：タイ国産品の愛用。第 6 号：国歌の改正。第 7 号：国民全てが職業につき、国家建設に
当たる。第 8 号：国王賛歌の改正。第 9 号：タイ語に誇りを持ち、全ての国民が読み書き、話せるよう
にする。第 10 号：公共の場では身なりを整える。第 11 号：日常生活を正しく送る方策。第 12 号：子供、
老人、身障者をいたわるのが文化である。「ラッタニヨム」８愛国信条）とは、上記の信条のほか、ピブー
ンソンクラーム首相がその任期中に掲げた国家主義的な政策全体を指すことが多い。
5)  本名はマーライ・チューピニット。短編を含めた総作品数が 3000 にも及ぶといわれる多作な作家で、
リアムエーン、マーライ・チューピニット、メーアノンなどの筆名を使い分けた。
6)  社会に対する問題意識を持ち、作家の役割と義務を強く意識していた若手の進歩は作家たちが唱えた文
学思潮。1947 年にプリーディー・パノムヨンの指導下で結成された中央労働組合によるコミイテルン
系の労働運動や当時盛んであった中国の社会主義リアリズム文学から影響を受けた面もある。イッサ
ラ ・ーアマンタクン、シーブーラパー、チット・プーミサック、セーニ ・ーサオワポンなどが中心にいた。
彼らの作品は 1957 年サリット元帥以降の軍部独裁体制のもとでしばしば発行、販売禁止処分の目に遭っ
ている。
7)  この 3 作品はいずれも短編で、1958 年発行の短編集『空は遮らず』（Fa bo kan）に収載されている。星
野龍夫による 1988 年の邦訳では『タイ人たち』というタイトルになっている。
8)  『最後の文芸作品』は本人が病没したため、2 章までしかない未完の長編。遺族から著作権を委譲され
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たタイ国立図書館のメーンマート・チャワリットが遺稿を整理し、生前に発表されていた舞台脚本『女
やくざ』（Cao mae sua）と共に刊行した。 
9)  1893 年開通のパークナーム鉄道、97 年開通の官営鉄道の起点からスタートし、バンコク随一の鉄道ター
ミナル駅となった。欧風ドームは 16 年に完成している。
10)  バンコクから北へ約 40 キロの距離にあり、西洋建築や離宮などがある観光地として知られる。
11)  バンコクの北 76 キロにある古都。昔から米の主産地として知られた。
12)  バンコクの北東 107 キロに位置し、その先は東北タイの入り口であるナコーンラーチャシーマーが控え
る。『良き国民』ではバンコクを出発した汽車は空襲を避けた停止したり、途中の駅で荷下ろしをしな
がら、約 3 時間を要してマーイの疎開先の駅に到着しているのを考えると、このサラブリー駅だと考え
るのがもっとも妥当であろう。
13)  「クン・ヌー」は都会で使われていた現代的な子供の呼び方。「クン」（～さん、～ちゃん）と「ヌー」（語
義は「ネズミ」だが、大人が子供に使う二人称代名詞）の組み合わせで、「お坊ちゃん」「お嬢さん」と
いったニュアンスに近い。
14)  「ポ ・ーデーン」は農村で一般的な子供の呼び方。「ポー」（語義は「父」だが大人が子供にも使う）と「デーン」
（語義は「赤い」だが、このテクストでは男児の仮の名）の組み合わせで、「デーンちゃん」「デーン坊」
といったニュアンス。農村では子供のあだ名を呼ぶのに「デーン」のほか「ダム」（黒い）、「カーオ」（白
い）など 1 音節の色彩語で済ますことが多かった。
15)  1941 年 12 月 8 日未明、真珠湾攻撃の数時間前に日本軍は陸海からタイに侵攻した。日本の軍事力に抵
抗できないと見たピブーンソンクラーム内閣は日タイ同盟を締結し、翌年の 1 月 25 日、英米に宣戦布
告した。これに対し連合国の実力を熟知していたプリーディー・パノムヨン蔵相（のちに摂政）は閣外
に去り、密かに連合国側と連絡をとりつつ国内で地下抗日運動を組織した。これが「自由タイ」運動で
ある。
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Cultural codes in a short story
“The Good Citizen” by Dokmai Sot
UDO Seiji
The purpose of this paper is to analyze ‘the code’ in a short story “The Good Citizen” 
(Phonlamuang di, 1947) by modern Thai writer, Dokmai Sot I have focus on ‘the code＇, that is, 
the index to indicator the reader＇s reading. The setting of this story is a farm village in central 
Thailand. This story is unusual from most of her works, because she often tended to draw upper 
class people and their thoughts. 
There are not less Thai modern novel＇s plots that draw about farm villages or peasants, 
however, “The Good Citizen” has several hidden codes that has never seen in other novels. 
These codes expand the possibility of the reader＇s reading. At the same time, these hidden codes 
in this story also show that political and social recognition of Dokmai Sot has changed greatly in 
the transition of era. The change has a potentiality to get over the limit of the same age writers. 
The limit means the tendency to draw moral senses or moralism on the front in many novels.
If we read “The Good Citizen” normally, it will be summarized to the story of failure about a 
cattle thief commotion by urban people who don＇t know rural custom. However, there are several 
hidden codes for readers to read deeply more than that.
Firstly, ‘train’ and ‘cattle’ represent the codes of ‘center’ and ‘periphery＇. In the codes, a 
main character whose name is Mai is the presence to move the space of two, Bangkok and a farm 
village where he evacuated. His values, however, never intersect the values of rural. For example, 
his concept of time is minutes but the flow of time in rural is so slow.
In this story, confrontational codes are also hidden. Those are ‘laws of the country’ and 
‘rules of the village＇. Villagers whose cattle are stolen don＇t complain to the police but pay the 
money to the thief in order to get back his cattle. It is the rule of the village continued for a long 
time. But Mai can＇t understand it because he is a low-class governmental official and trusts the 
laws of the country absolutely. 
Finally, there are the codes of ‘distant war’ and ‘nearby peace＇. In this story, the air raid 
in Bangkok during World War Ⅱ and the patriotic policy (Ratthaniyom) by Phibunsongkhram 
are written as a background. However, characters are not interested in the result of the war 
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but interested in the peace and quiet of dairy life. Because they consider it as the outsider＇s 
war between the Allied Powers and Japan. In addition, Dokmai Sot satirizes the patriotic policy 
severely in this story. Her attitude is also reflected in the title of “The Good Citizen＂.
